
ま え が き

私が中学校英語教員として勤務させていただいた昭和から平成にかけて、

学習指導要領における英語科の目標が「コミュニケーション能力の育成」に

シフトいたしました。しかし、その学習成果や指導効果を検証するためのテ

ストは、英語によるコミュニケーション能力を測定する形式・内容にはなか

なか移行せず、「指導と評価の一体化」は遅々として進みませんでした。そ

の原因の１つとして、日本では伝統的に指導法に関する研究や実践が中心で、

評価に関してはあまり重要視されず、中学校や高等学校でコミュニカティ

ブ・テスティングを導入するためのノウハウを持つ教員は、私を含めほとん

どいなかったという実情がありました。

今回の学習指導要領において、「指導と評価の一体化」の必要性はより一

層明確なものとなり、その実践に向けて英語科のテストや評価に関する解説

書等に対するニーズが増大しています。本書は小学校・中学校・高等学校で

英語を指導されている先生方、特に教壇に立たれて比較的日の浅い先生方や、

これから英語教員になろうとしている学生たちが、コミュニケーション重視

の英語教育における評価について疑問に思われたり、テスト作成等において

お困りになるような問題点を取り上げて、Q & A形式で簡潔明瞭に回答する

ように編集しました。質問の内容は、テストや評価に関する専門用語の他に、

テスト作成の具体的な方法や手順、テストの実施および実施後の注意点、さ

らに英語外部検定試験等の標準化されたテスト、パフォーマンス評価、代替

評価などにも及んでいます。いずれも、英語科における評価に関する基礎知

識として、ぜひ知っておいていただきたい内容を質問形式で取り上げるよう

にしました。

日々の授業等で大変お忙しい先生方がテストを作成する際に、短時間で必

要事項を確認・参考にすることができるように実用性を重視し、解答は数行
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に要約して解説はあまり専門的にならないように、わかりやすく簡潔に記述

することを心がけました。また、やや専門的な内容ついては参考として補足

説明を行いました。本書が、英語によるコミュニケーション能力の測定・評

価という目的に合ったテストづくりのご参考になることを心から願っていま

す。

なお、本書は2022年度明治学院大学学術振興基金による助成を受けて刊

行させていただきました。ここに記して、感謝を申し上げます。

令和４年10月

杉田　由仁
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Q. 教室での指導と一体化した評価を行うためにはどのようにすればよいで
しょうか。

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

A. 図の①～③の手順に沿って、指導と評価を行うようにします。

《解　説》

①「評価」に基づく「目標」の設定

評価を意識して、生徒のレベルに合った適正な到達目標の設定を心がけま

す。具体的には、テスト結果等の評価データに基づき、生徒の能力や実態を

正確に把握して、「知識・技能」の領域に偏らず、「思考・判断・表現」や

「主体的に学習に取り組む態度」の各領域に示されている観点別目標との関

連性を考慮して、多様な到達目標を設定するようにします。

②「評価」に基づく「指導」の在り方

指導後に実施する評価を意識して、教室における指導項目を明確化するこ

とにより、指導と評価の整合性を確保するようにします。生徒は指導項目の
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習得に際して最適な指導法を求めていますので、指導方法の適否を絶えず意

識して指導法の工夫に取り組む必要があります。

③「指導」と一体化した「評価」の実施方法

指導した内容の何を具体的に測定・評価するのかを意識して試験問題や課

題の作成を行い、必要に応じて実技等の評価方法も工夫します。生徒の学習

成果の集大成にふさわしい問題項目のみを厳選し、多彩な出題形式により、

さまざまな角度から生徒の到達度を評価します。また、生徒の達成度に基づ

いて、教師自身の指導についても検証を行うようにします。

《参　考》

平成29年改訂の小学校・中学校および高等学校学習指導要領総則におい

ては、学習評価の充実について以下のように示されています。

また、小学校・中学校および高等学校学習指導要領解説においては、主体

的・対話的で深い学びの実現に向けた外国語科・外国語の授業改善について

以下のように示されています。
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・生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し、学習したことの意義や価
値を実感できるようにすること。また、各教科等の目標の実現に向けた学習
状況を把握する観点から、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しな
がら評価の場面や方法を工夫して、学習の過程や成果を評価し、指導の改善
や学習意欲の向上を図り、資質・能力の育成に生かすようにすること。
・創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼性が高められるよう、組織的かつ計
画的な取組を推進するとともに、学年や学校段階を越えて生徒の学習の成果
が円滑に接続されるように工夫すること。

（『中学校学習指導要領』第１章総則　第３教育課程の実施と学習評価 p. 24）


